









これは 19 世紀 30 年代半ばころから謡われた、いわゆる盲人たちのロマンセ（中世スペインに起
源をもつ 8 音節詩句の叙事詩）の一節である。詩人ガルシア・ロルカが書いた戯曲『マリアナ・ピネー
ダ ― 三つの版画のなかのロマンセ』(1) は、このロマンセに始まりこれで終わる。グラナダの一女
性マリアナ・ピネーダは、1831 年 5 月 26 日、自由主義者の陰謀・蜂起に加担したかどで処刑された。
警察当局が家宅捜索で発見した「自由・平等・法」の刺繍入りの旗が、国家に対する反逆罪の証と
されたからだ。


























の側面については、近年、フェルナンド 7 世の絶対王政の第二期、すなわち 19 世紀スペイン自由
主義史学が命名した「忌むべき 10 年間」（1823 ～ 33 年）に起きた自由主義運動、とくにマリア
ナがかかわったとされる、30 年末から 31 年のトリーホスの陰謀・蜂起の全貌が明らかにされ (5)、





19世紀 20年代末のグラナダは、人口がおよそ 6万 5千人、市街区には 23の教区教会、35の修道院、



















Barrios Rozúa, J. M., Reforma urbana y destrucción del patrimonio 





















コ レ ヒ オ
学校「ニイニャス・ノブレス」（「高貴なる女児」の意）に通わせた。
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マリアナ ・ ピネーダ、 グラナダの自由の殉教者






マリアナ・ピネーダは早熟にして魅力的な女性だったのだろう。1818 年、彼女が 14 歳のときに
10 歳年上の軍人マヌエル・ペラルタ・イ・ヴァルテと出会う。初恋の相手ペラルタは、グラナダ地
方は北東部のウエスカルの貴族の出身である。ロドリーゴが述べるように、マリアナが私生児だっ
たからだろうか。サンタ・アナ教会での二人の結婚式は、翌年の 10 月 9 日、内輪だけでひっそり
と執り行われた。ダーロ通りのメサ家で新婚生活に入った二人の間には、20 年に長男が誕生し、ホ



















ンド 7 世が帰国する。同年 5 月 4 日の王令によってカディス国民議会の成果が破棄されると、絶対
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ナダでは、1814 年の 5 月初旬、軍人や聖職者の扇動で軍総督府の守備隊がビブランブラ広場のカディ
ス憲法記念碑を破壊し、5 月 14 日には、「期待される国王」フェルナンド 7 世の肖像画を掲げた大
勢の住民による示威行進が組織され、市街は歓喜と熱狂に包まれた (12)。
しかし、少数精鋭の自






















プロヌンシアミエントは、挫折を繰り返したが、1820 年 1 月のカディスにおけるリエゴのそれ
は成功した。この 20 年革命によって「自由主義の 3 年間」（1820 ～ 23 年）が訪れると、カディス





干渉である。1822 年 10 月のヴェローナ会議で、スペインへの軍事的介入が決定されると、「聖ル





いて、捕虜となった立憲主義派軍人はフランスに連行された。同時に報復を恐れる軍人たち 1 万 2
千人以上が、フランスに避難場所を求めた。この 1823 年の亡命は、それ以前の規模をはるかにし
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マリアナ ・ ピネーダ、 グラナダの自由の殉教者
テルトゥリアのマリアナ








介で婚約を取り交わした (25)。24 年 9 月、ブロデットは結婚許可願いを国王に提出し、同年 12 月
に許可が下りるものの、それには当時の語彙にしたがうと、「身上の純化」という条件が付されて
いた。身上調査を行う軍事委員会がブロデットの「政治的信条」に疑義をはさみ、最終的に申請を
却下したのだ。ブロデットは 29 年に軍職を解かれ、30 年にハバナに追放される (26)。




















岡 住 正 秀
た。「アンダルシア全域に広がりをもつ自由主義者たちの目に見えない網目の中、レコヒーダス通
りで活動家たちはひそかに支援を得られた」のだ (29)。
















































Rodrìgo,A., Mariana Pineda, Madrid, 2005. より
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マリアナ ・ ピネーダ、 グラナダの自由の殉教者
































岡 住 正 秀
スからサン・フェルナンド、ベハルへと波及した。マンサナーレスはマラガ方面へと進行したが、












Sagasta y el liberalismo espaňol, Madrid, 2000. より
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だのは、3 月 18 日のことである。
-  -










26 日、女子修道院サンタ・マリア・エヒプシアカに身柄を移された。同修道院は、「自由主義の 3 年間」
に制定された永代所有財産解放令、すなわち修道院・教会の土地財産売却を定めた法令が適用され
ていたが、未売却のままであり、近世以来、売春婦の更生および女性犯罪者の収監に利用されてい





















Rodrígo, A., op.cit. より
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Rodrígo, A., op.cit. より
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岡 住 正 秀
セタ・デ・マドリード』に報じられた。「この 5 月 26 日グラナダにて同市の住民ドニャ・マリアナ・



























































フェルナンド 7 世の死去によって絶対主義が 1833 年に終焉すると、穏健派自由主義と国王の妥
協で、翌年に王国組織法が公布され、スペインは、王妃マリア・クリスティーナの摂政のもと、娘
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岡 住 正 秀
































マリアナ ・ ピネーダ、 グラナダの自由の殉教者






















は両者のイデオロギーが矛盾なく入り混じっていた。この側面は、1840 年 5 月 26 日にカンポ・デ・
トゥリウンフォに建立された慰霊碑「十字架」にも見てとれる。1836 年の永

















ベ ラ ー ダ
の集いが組織された。こうして、市議会はグラナダとそのヒロインを永遠につなぎとめるの
である。
19 世紀 30 年代後半に始まる公式記念行事は、1844 年から 54 年の「穏健派の 10 年間」には実
施されてなかった。マリアナ慰霊祭が復活するのは、54 年 7 月革命によって進歩派が政権の座に返
り咲いた時期、いわゆる「進歩派の 2 年間」（1854 ～ 56 年）である。この時期に、37 年と同じ記
念式典が執り行われる。それまでヌエストラ・セニョーラ・デ・ラス・アングスティア教会に安置
されていたマリアナの遺体は、最終的にグラナダ大聖堂の地下礼拝堂に安置された (77)。以来、大
聖堂では毎年マリアナの命日にミサが執り行われることになる。しかし、1868 年の 9 月革命に始
まる「革命の 6 年間」（1868 ～ 74 年）を除けば、市議会をはじめ公的機関は、20 世紀の第二共和
制の時期まで、記念行事を実施しなかった。「自由と秩序」の原理に立脚する有




















マリアナ ・ ピネーダ、 グラナダの自由の殉教者
19世紀30年代のバイレーン広場（後のマリアナ・ピネーダ広場）
Gallego y Burín, A., Granada Guía artística e histórica de la ciudad, 1998.
マリアナ・ピネーダ広場
Busto, J., Viaje al centro de Granada, 1996.
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岡 住 正 秀
礼拝堂のマリアナ・ピネーダ    ーファン・アントニオ・デ・カルボ（1862年制作）ー














マリアナ ・ ピネーダ、 グラナダの自由の殉教者
人民の大義の殉教者たち
Sagasta y el liberalismo espaňol, Madrid, 2000. より
上から 4 列目、中央がマリアナ・ピネーダ
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19 世紀を通じて変ることはない。その間、マリアナ慰霊祭として始まった 5 月祭は、時代の移ろ
いとともに市民の気晴らしのための夜の集いへと変容していく。広場と周辺には、色とりどりの蝋
燭提灯が張り巡らされ、戸外のダンス・パーティーが華やかに繰り広げられる。こうして 5 月祭は、









岡 住 正 秀











Rodrígo, A., op. cit. より
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Rodrígo,Antonina,MarianaPineda,Madrid,Alfaguara,1965.　この初版に続き、第 2 版は 1977 年、バ
ルセローナの Plaza-Janes より、第 3 版は 1984 年、バルセローナの CírculodeLectores より、第 4 版は
1997 年、マドリードの CompañíaLibertaria より、第 5 版は 2002 年、グラナダの Comares より出版され



























参照。わが国では以下の研究がある。渡邉太郎「1814 ～ 20 年のプロヌンシアミエントについて」『スペイ




























































































トリーホスは 1791 年マラガに生まれる。アルカラ・デ・エナレス士官学校に入学。カルロス 4 世の小姓

















































Rodrígo,A.,op.cit.,p.153.引用の日付は誤認だろう。マリアナ・ピネーダが逮捕されたのは 3 月 23 日で

























































12 月、マラガの「祖国の友・経済協会」の主催でトリーホス処刑 100 周年記念行事が催され、招かれた哲
学者ウナムーノは、講演で民衆的自由主義の伝統のなかに 1931 年の共和主義的民主主義を位置づけている。
GallegoyBurín,A.,op.cit.,p.
CésarGirón,op.cit.,295;Busto,J.,op.cit.,p.84.
Rodrígo,A.,op.cit.,pp.202203;CésarGirón,op.cit.,p.294.
Busto,J.,op.cit.,p.86
Ibid.,p.84.
Rodgígo,A.,op.cit.,p.205.
Busto,J.,op.cit.,p.86.
SagastayelLiberalismoEspañol,p.102,199.に掲載されている。
Miguel,Pilarde,“ElespírituliberalylapinturadelsigloXlXenEspaña”,SagastayelLiberalismo
Español,pp.149-161.
Ibid.
Rodrígo,A.,op.cit.,p.;Busto,J.,op.cit.,p.86.
Busto,J.,op.cit.,p.89.
ロマンセの流布については、Rodrígo,A.,op.cit.,pp.167-189. 参照。
DefensordeGranada,27-V-1931.
Ibid.,25-V-1931.
Ibid.,23-V-1931.
Ibid.,24-V-1931.
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